された の は、 たしか 昭和 四 年の 秋 かと 憶える。 「マキ 

ノ氏 像」 と 題す る 青銅の 胸像で、 僕の 真正面 向き をモ 

デルに 執った ものである。 ありの ま、 の 己れ を 見 

る ことの 苦し さよ、 昨日の 己れ は 綺麗に 棄 て、、 明日 

の 己れ を樹 てた きものよ！ と悶搔 くことの 迷信から、 

僕 は それ を 浮浪 青年なる 八 代 龍 太が 保管 を 引き 享 ける 

とい ふが ま、 に、 二度と は 対面した くな きものと 眩き 

ながら 彼の 腕に 托し 棄 てた。 僕 は それに 向って、 作品 

としての 価値 は 問 ふこと なしに、 単に 己れ の 姿 を 眼前 

に 引き 据えた 傷心から、 罵りと 共に 永別 を 告げた。 龍 

太 は 僕の 罵り 声が 次第に 激しく (何故なら は その後 



龍 太に 出会 ふ 毎に、 激しく 毛 嫌 ひする マ キノ 氏 像 を 思 

ひ 出す ので。) なると、 終 ひに 彼 は 僕の 意の ある 所を忖 

度し 損じ、 彼 を 僕が 憎む かの 如き 誤解から 罵倒 を 返し 

て 立ち去った。 以来 龍 太の 行衛は 不明で あつたが、 不 

図 二三 日 前、 三 田の 露路 裏の 質 店の 中で 二人 は 顔と 顔 

と を 突き合せた。 

僕 は、 空想の 驢馬から 転落して 重傷 を 負 ひ、 おそら 

く 消極的な 喪心の 廃兵だった。 僕 は、 心象の 飛躍 を 索 

める 夢 も 消えて 土竜の 心であった。 新しく 移った 貸 室 

館の 屋上で、 寒空の 星 を 眺める より 他に せん 術 もない 

と 嘆き 疲れた 上句 望遠鏡 を購ふ ベ き 金策に 現れた の で 



ら 洩れる 星空からの 逆光線の 中に 佇む でゐ た。 

「何故 君 は 逃げる の だ。 僕 はた y 君に 預けた あの 

青銅 像の、 これ こそ 正銘に 何時も 同じ 顔 だけ を 保って 

ゐる 僕の 顔に、 君 を 見る やい なや 突然 会 ひたくな つ 

た、 V けの こと だ。 少く とも 今夜 は、 あれ を 君が 保存し 

て 呉れた 労に 満腔の 感謝 を 抱いて ゐる。 有り難う、 龍 

太よ。 即刻 君の 部屋へ、 この 僕 を、 ぉゝ 此処に 立って 

ゐる僕 は 夢 を 失 ひ、 性格 を 滅ぼして、 魂 も 抜けた シル 

ェ ット だ。 この 薄 闇から これ を 切り抜いて 運んで 呉れ、 

そして あの 像の 前に 立て かけて、 兎も角 生命の 絶対 性 

を 知らし めて 呉れ ご 



れを 預ける 蔵 敷 料 を、 それ を 抵当と して 二 年間 分 を 計 

上した が、 抵当と して は 一ヶ月 分の 蔵 敷 料より 商人 は 

諾んぜ なかった。 漸く 彼 は 奇智 を 弄して、 実は この 像 

こそ は 泰西の 大 詩人の 像であって、 さる 貴人の 注文に 

依って 小生が (と 彼 は 画家で あつたが 彫刻家に 変じて 

—— ) 作成した ので あるが 洋行 中の 注文 者が 帰朝 すれ 

ば 千金に 価す るの だからと 弁じて、 辛うじて 二 年分の 

蔵 敷 料 を 前払 ひした の だが、 恰度 当月で 期間が 絶れ た。 

これ は 全々 彼が 事実 を 捏造した わけで はない。 彼 は 或 

る 貴人の 注文に 従って、 その 詩人の 像 を 描いて ゐた。 

僕 は 何故か、 その 詩人の 名前 を 明記す るの が 憚られて 



僕 は夕暮 時になる と 屋上に 出て 空 を 仰ぐ の だ。 —— - 

これ (僕 か …… ) から、 あれ (土星 …… ) までの 距離 

が 十五 億キ ロメ— トル、 それから あれ は 毎日 毎日 時計 

の やうに 絶え間なく、 時計の 短針が 二た ま はりす る 間 

に、 二百 万キ ロメ ー トル づゝ これ (地球 …… ) から 遠 

ざ かって ゆく とか。 

利息の 支払 ひで 望遠鏡 は購ひ 損った が、 この 眼 を こ 

のま、 眼鏡に 擬 しても、 この頃の 夕暮 空の あれ 位 ひな 

らば、 きらきらと 光り輝く 有リ さまが 手に とる やう だ- 

今のところ では 一 一 百万 キロ メ— トル づ 、 の 遠ざかり も 



訊ねるならば 何と 光りの 速さ を もってしても 端から 端 

へ 達する ために は 三 万年の 旅路 を 要すと か。 

僕が 龍 太 を 追って 五重塔の 下に 達した 晚 から、 未だ 

三 四日の 日数が 経って ゐな いが、 土星の 沈み 具合 は 眼 

に 見えて 距離 の 遠 さが 指摘 さ れ るら しいが、 風が ある 

ので 隠見の 度が 不正確と なり、 視覚の ほど も 怪しい も 

の だ。 

「あの 晚は、 空 だけ は 静穏 極まりなかった。 五重塔の 

下に 映り 出た 影法師が、 た > 踊って ゐる やうな 過去の 

影像と な つて 浮ぶ、 あんな 坊主に 嘆きが あつたかと 思 

ふと 信ぜられぬ、 嘆きと 悩み はた V 此処に 空 を 仰ぐ ひ 



とりの 男の 上に のみ 重い。 宜 なる 哉、 ストア 尊者の ォ 

レリ ウス は 僅かば かりの 愁 ひの 面 持で 眩いだ。 これ は 

(生活) 格闘と い ふべ きょり は 寧ろ 舞踊と 称び た いご 

龍 太が 遥かの 旅先から 呑気と 悲しみに 充ち たやうな 

文句 を 誌して 舟の ェ ハガキ を 寄した。 
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